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を描 く巨視的な視角と特定地域 に関 して研究を掘 り下げる細密な視角の双方を並行的に用い、分析
を進めることとする。
まず、「序章 本論文の課題と中世東国水運に関する研究史」 においては、 上述 した如 く本論
文執筆の意図と作業の方針を明 らかにするとともに、中世水運全般に関する研究および商業史にも
留意 し、中世東国水運の研究史を整理 した。章末 には本論文の構成を記 し、各章の検証課題にっい
て、その概要を示 した。
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新宮津への運賃を記 した史料などを通 して遠隔地との通航が推定 されること、また、下総国葛西や
武蔵国江戸周辺といった湾奥部には古利根川水系から複雑に分岐した河川の河口部が集中し、河川
交通 と海上交通の結節点となっていたことを確認 した。
第一 ・二節で取 り上げた以外の地域における通航例を検討 した第三節では、駿河国蒲原荘や遠江







「第二章 『湊船帳』をめぐって 一中世関東におげる隔地間取引の一側面一」 は、第一章にお
いて検出 した九州や四国、紀伊半島などとを結ぶ遠距離海運のなかでも、史料的に、より具体的な
内容の追求が可能と思われる南関東と紀伊半島を結ぶ海運に関する論証である。第一章では、その
輪郭を把握できたに過 ぎない海運の内実を以下の章を通 じて追究 してゆくうえでの問題提起 に相当
する。
まず、第一節では、明徳三年(1392)正月から八月の期間で、武蔵国品河湊へ入港 した船三十艘















「第三章 『湊船帳』に関する史料学的考察」 は、前章で、同時代史料 との関係に重点を置いて
考察を加えたために、史料そのものの内容にっいて十分に検討す ることができなか った 「湊船帳」
を史料学的側面か ら検討 し、その特質を探 ることを目的としている。
第一節では 「湊船帳」 に関する研究史を整理 し、重要な論点を含む検討課題 として(1)史料の名称
の問題(2)「湊船」の解釈(3)史料成立の契機(4)船と問の関係 を設定 した。
(1)について検討 した第二節では、従来、「湊船帳」もしくは 「武蔵国品河湊船帳」 と呼称 されて
きた同史料の名称が、史料中の表記からいっても 「湊船帳」 とす るのが正確で、「武蔵国品河湊船
帳」は、『金澤文庫古文書所務篇』などの基本的な史料集での史料名が無批判に踏襲 されたための





も、実際の呼称として湊 ・津 ・浦 ・浜など入港 ・停泊地 に付せられる語は混用 されていること、大









第二部 紀伊半島東岸 一関東の湊津 と海運の諸相
第二部では、第一部で傭瞼的に把握 した伊勢をはじめとする紀伊半島東岸部 と関東の間で展開さ
れた海運の実態を、より詳細に検証すべく、地域や対象を絞 駅 以下の三章にわたって考察 した。
何れも先行研究の乏 しい事項であるため、できるだけ多 くの史料を編年的に整理、検討 し、紹介す
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ることにも留意 した。
「第四章 尾張 ・参河と中世海運」 は、当該地域の湊津やそこを拠点に展開された海運の状況に
ついての基礎的考察である。まず、第一 ・二節において、十二世紀か ら十五世紀中期の事例から、
尾張 ・参河国沿岸部での貢納、商業を目的とした船の航行を明 らかにし、伊勢海(伊勢湾 ・知多湾 ・




























「第五章 遠江・駿河における湊津と海運」 は、前章と同様、当該地域の湊津を一方の拠点 とし
て展開された海運に関する基礎的考察である。1970年代末、網野善彦氏の研究によって、十二世紀













沿岸の海運拠点(今 の浦 ・南浦 ・懸塚湊 ・相良湊 ・浜野浦 ・福田浦 ・新居湊 ・その他)を 史料か ら
抽出し、その内容にっいて検討 した。








「第六章 神人と海運 一 関東渡海の神船をめぐって 」
伊勢海の廻船を構成する、大廻船と小廻船のうち、伊勢海内の内湾航行を主体 とした小型廻船で
ある後者にっいては第四章に論 じたが、関東への航行 した外洋航海船である大廻船にっいては検討
を残 しており、中世、伊勢神宮による廻船支配のもとで、「関東渡海之神船」 とも称 された大廻船
にっいて追究 したのが本章である。前章までの湊津や航路を主体 とした検証から視角を転 じ、廻船
やその経営に関わった人の問題に着目し、海運の内実を探った。
まず、神船の概要について検討 した第一節では、神船が、伊勢神宮の朝夕御饅料 に充当される神

















瓦解 していたことを論 じた。 もっとも、神船は伊勢神宮への貢進の観点からとらえた廻船の別称に
過ぎず、神船体制の衰微は直接的に廻船の減少を意味するものではない。戦国期、東国大名の保障
のもとに伊勢の廻船が関東へ航行 していたことは史料上明らかである。
第三部 中世後期東国の太平洋海運 と地域社 会
第七章か ら終章の三章にわたり、上述の成果を総合的に分析するとともに、今後の課題や展望を
述べることで本論文の総括を行ったのが第三部である。
「第七章 中世後期東国における流通の展開と地域社会」 では、第一部 ・第二部での考察 と検討
をもとに、内海(現 東京湾)と伊勢海(現 伊勢湾)と いう二つの内湾を結ぶ東国太平洋海運の位置
付けを明確に し、それが、中世後期の東国社会にとってどのような意味をもったのかについて、関
東を対象に湊津の後背地との経済的関係を中心に追究 した。流通の問題を考えるうえで、 とくに、
海運と後背地域の間に介在 した問 ・蔵およびその経営者 としての有徳人に着 目し、それらが社会経
済において果たした意義と役割にっいて考察を行った。流通を構成する主要な要素である商業 ・交
通 ・都市などに関 して、比較的まとまった史料が伝来 し、それぞれの項 目を独立 させても、一定の
時期、一定の地域にっいて検討が可能で、専論のたて られる西国とは異なり、東国の場合、数量的




取 り上げて流通ルー トの問題を検証 した。十四世紀後期、内海においては、湾内の海運および河川 ・
湖沼の水運を利用 した船の航行によって沿岸部どうし、沿岸部と内陸部とが連絡されており、上総 ・
下総国の金澤称名寺領か らの年貢輸送などの例で、沿岸部に置かれた問を経て、物資や銭、為替が
移動 していたことも確認される。 また、その水運は内海周辺部もしくはその後背地 との関係内で完



















域内部および土着勢力から登場 し、有徳人 として成長を遂げる時代と捉えることができ、彼 らの経
済活動=流 通の実務を介 して地域社会が結ばれていったと考えられる。
第三節では、 まず、蔵役の免除例から、問が湊津における土倉(蔵)で あった可能性を指摘 し、
また、問 ・蔵が、鎌倉府直轄領に広汎に分布 していることか ら、鎌倉府との経済的関係を探った。









「第八章 戦国期東国の太平洋海運 後北条氏領国を中心に 」 は、これまでの章で部分














各種の保護をうけ、海運に従事 していたことを論 じ、こうした保障と保護を通 じ領国に誘致 した廻
船によって前代から基幹航路 として利用されてきた伊勢海と関東を結ぶ流通の大動脈が、戦国期に
あっても確保 され続けたことを検証 した。


















第一部 「中世前期東国における太平洋海運 と 『湊船帳』の研究」は、鎌倉時代の東国太平洋海運
の全体像を示 し、室町時代の研究の基礎となる武蔵品河 「湊船帳』の分析を行 ったものである。
第一章 「中世前期東国における太平洋海運の状況」では、鎌倉の和賀江島 ・由井浜を起点 とする
東海 ・四国 ・鎮西との年貢、・兵糧の輸送路が存在 し、 また三浦半島の東岸六浦を起点 とする江戸内
海海路があって、共に後背地と内水系を通 じて連結、機能 していたことを明らかにする。鎌倉時代
の東国海運という視点で可能な限 りの史料を蒐集 した叙述は学界の嗜矢である。
第二章 「『湊船帳』をめぐつて 中世関東における隔地間取引の一側面」は、 室町期 の南関東
と紀伊半島を結ぶ海運の研究である。十四世紀末に武蔵品河湊に入港 した三十余隻の船の船名 ・船
主 ・問名を記 した 『湊船帳』を分析 し、船名 ・船主の多 くが伊勢大湊を拠点とする神宮神人であり、
彼等が神宮の保護の下に貢納物と商品の輸送に定期的に携わっていたことを論証する。




第二部 「紀伊半島東岸 関東の湊津 と海運の諸相一 」では、伊勢か ら三河湾 ・遠州灘 ・相模
灘を経過する東太平洋岸海運の存在を実証する。
第四章 「尾張 ・三河 と中世海運」は、十二世紀から十五世紀にかけての伊勢海(伊勢湾 ・知多湾 ・
三河湾 ・渥美湾)の 廻船の活動を確認 し、関東 と往来する外航船である大廻船 と伊勢海内の小廻船
の通商活動とがあり、後者は木曽川水系を通 じて内陸部 とも連結 していることを論ずる。
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第五章 「遠江 ・駿河における湊津 と海運」は、従来指摘 されていた駿河江尻津以外に十七箇所の
駿 ・遠両国沿岸の湊津とその後背地を結ぶ水系の存在 とを検出 し、国府の湊の機能、東海沿岸の伊
勢神宮領の貢納物輸送機能等を論 じ、遠州灘を中世海運の阻害要因とする従来の通説を否定する。




第三部 「中世後期東国の太平洋海運 と地域社会」では、伊勢海 と江戸内海を結ぶ太平洋海運と後
背の関東各地の経済関係を主 として論ずる。
第七章 「中世後期東国における流通の展開 と地域社会」 は、江戸内海の海運が河川 ・湖沼の内水
面を通 じて内陸部 と連結 し財貨の輸送が行われていたこと、伊勢内海 も小廻船がこれを担 っていた
こと、両者が伊勢大湊一武蔵品河を結ぶ外洋航路で通 じていたことを明らかにし、主要な湊津には
問(海運拠点商人)が 存在 し、彼等 は一方では荘園の定使 として徴税請負人でもあり、荘園支配と
商品流通 とが密接 に関わっていたこと、 これらの問は同時に土倉でもあって、鎌倉府などの権力の
財政を支える存在でもあったこと、彼等を通 じて外洋航路の拠点湊津には自治都市が形成されてい
たこと等の極あて重要な問題を明らかに している。
第八章 「戦国期東国の太平洋海運一 後北条氏領国を中心に一 」は、第七章で明 らかにした海
運の体系が、一方では伊勢神宮の支配を離脱 し、他方、地域権力 としての戦国大名の統制下に入る
ことを、後北条氏による伊豆の沿岸防備体制 ・水軍の編成 ・他国船航行の統制を通 じて論 じ、伊勢
の廻船商人や紀伊水軍の大将が後北条氏の領国支配に編入 されてゆ くことを論ずる。




な古文書 ・古記録か ら断片的な史料を丹念に蒐集 し綿密な分析を行なうことによって明らかにし、
「廻船」 という定期的海運の存在を初めて論証 し、貢納物輸送か ら商品流通に及ぶ観点か ら湊津後
背地との関係にまで実態追究を進め、優れた成果をあげており、 この研究結果は従来の研究水準を
超えるものであって、斯界の学問的発展に寄与するところ極めて大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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